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主な記事
2・3面 2025都本部組織集会（全体会）

2025都本部組織集会 第1分科会／第2分科会／第3分科会
2025人員確保闘争・現業統一闘争（第2次） 結果
コラム 公務員の賃金はどうやって決まっている？

4面 私のおすすめ
（自治労町田市図書館嘱託員労働組合 執行委員長 羽山 琴絵）
2025関東甲地区自治体職員等スポーツ大会 結果

企 画 総 務 局
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東
京
都
人
事
委
員
会
は
10
月

17
日
に
、
給
与
勧
告
・
報
告
を

行
い
、
月
例
給
の
公
民
較
差
1

3
、5
8
0
円
（
3
・
24
％
）

を
解
消
す
る
た
め
、
人
材
確
保

の
観
点
か
ら
初
任
給
の
大
幅
引

き
上
げ
、
若
年
層
を
重
点
と
す

る
と
と
も
に
、
管
理
職
に
つ
い

て
も
全
体
の
平
均
改
定
率
を
上

回
る
重
点
的
な
引
上
げ
と
し
て

お
り
、
そ
の
分
、
1
級
2
級
の

中
高
年
層
の
引
上
げ
額
は
抑
制

さ
れ
て
い
る
。
一
時
金
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
年
間
支
給
月
数

4
・
85
月
か
ら
4
・
90
月
と
す

る
0
・
05
月
の
引
上
げ
と
な
っ

た
。
再
任
用
職
員
も
同
じ
0
・

05
月
を
引
き
上
げ
て
、
年
間
2

・
55
月
か
ら
2
・
60
月
と
し
、

引
上
げ
の
配
分
は
期
末
手
当
・

勤
勉
手
当
に
均
等
配
分
と
し

た
。
ま
た
、
住
宅
手
当
は
現
行

1
5
、0
0
0
円
、
年
齢
35
歳

未
満
と
し
つ
つ
、
採
用
に
お
け

る
競
争
力
向
上
の
観
点
と
し
て

27
歳
ま
で
の
職
員
に
つ
い
て
は

3
0
、0
0
0
円
に
引
き
上
げ
、

人
事
院
勧
告
さ
れ
た
自
動
車
等

使
用
者
に
対
す
る
通
勤
手
当
の

適
切
な
対
応
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
た
。

特
別
区
人
事
委
員
会
は
10
月

14
日
に
給
与
勧
告
を
行
い
、
公

民
較
差
1
4
、8
6
0
円
（
3

・
80
％
）
を
解
消
す
る
た
め
、

若
年
層
に
重
点
を
置
き
つ
つ

も
、
全
て
の
級
及
び
号
給
で
、

昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
引
上
げ

と
し
、
引
上
げ
額
も
国
同
様
の

8
、
3
0
0
円
以
上
と
さ
れ

た
。
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
人
事
委
員
会
と
同
じ
引
上

げ
月
数
、
配
分
と
さ
れ
た
。
今

回
の
勧
告
で
は
、
2
0
1
8
年

の
行
政
系
人
事
・
給
与
制
度
の

改
正
に
よ
っ
て
措
置
さ
れ
た
現

給
保
障
者
を
公
民
比
較
対
象
か

ら
除
外
す
る
措
置
に
つ
い
て
、

対
象
者
が
約
1
％
ま
で
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
本
年

を
最
後
の
実
施
と
一
方
的
に
除

外
措
置
の
廃
止
を
結
論
付
け

た
。
な
お
、
現
給
保
障
者
を
除

外
し
な
い
場
合
の
公
民
較
差
は

1
4
、5
8
7
円（
3
・
72
％
）

と
さ
れ
て
い
る
。
職
層
構
成
比

を
政
令
市
並
み
に
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
重
視
し
、
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、

職
員
の
生
活
を
顧
み
ず
、
人
事

委
員
会
の
立
場
を
守
る
た
め
の

対
応
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
遺
憾
で
あ
る
。

若
年
層
・
管
理
職
は
重
点
引
上

げ
、
再
任
用
職
員
に
は
課
題
残

る
な
お
、
今
年
の
勧
告
で
国
・

都
・
特
別
区
の
初
任
給
は
同
額

と
な
っ
た
。
一
方
で
、
今
回
の

東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告
に
お

け
る
1
級
2
級
の
中
高
年
層
の

引
上
げ
額
は
抑
制
さ
れ
て
い

る
。
1
級
1
1
3
号
給
以
降
の

引
上
げ
額
は
4
、0
0
0
円
、

2
級
8
9
号
給
以
降
は
4
、4

0
0
円
と
公
民
較
差
の
3
分
の

1
に
も
満
た
な
い
。「
職
務
・

職
責
を
重
視
し
た
給
与
体
系
の

構
築
」
に
と
ら
わ
れ
、
地
方
公

務
員
給
与
決
定
に
か
か
る
根
本

基
準
で
あ
る
均
衡
の
原
則
の
最

初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
生
計

費
」
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
は

到
底
言
え
な
い
。
ま
た
、
両
人

事
委
員
会
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

再
三
に
渡
り
求
め
て
き
た
再
任

用
職
員
の
一
時
金
に
つ
い
て
、

定
年
前
職
員
と
同
様
の
支
給
月

数
に
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
定

年
前
職
員
と
同
一
労
働
を
担
っ

て
い
る
実
態
や
人
員
確
保
が
急

務
で
あ
る
中
、
人
材
流
出
防
止

の
観
点
も
含
め
た
対
応
が
重
要

で
あ
る
。
市
町
職
で
は
武
蔵
野

市
職
労
、
府
中
市
職
労
、
国
分

寺
市
職
労
、
昭
島
市
職
労
が
昨

年
段
階
で
労
使
確
認
し
、
ま

た
、
三
鷹
市
職
労
が
2
0
2
5

人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘

争
に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら
定

年
前
職
員
と
同
じ
再
任
用
一
時

金
月
数
を
確
認
し
た
。
組
合
員

の
結
集
と
粘
り
強
い
交
渉
で
声

を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

闘
争
方
針
で
は
、
勧
告
内
容

を
最
低
限
と
し
た
物
価
上
昇
に

見
合
う
賃
金
水
準
の
確
保
を
は

じ
め
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

観
点
か
ら
不
当
に
抑
え
つ
け
ら

れ
続
け
て
い
る
再
任
用
職
員
の

定
年
前
職
員
と
同
じ
一
時
金
支

給
月
数
の
確
保
、
地
域
手
当
の

国
基
準
の
押
し
付
け
に
よ
る
多

摩
地
域
自
治
体
賃
金
水
準
格
差

の
是
正
を
最
重
点
課
題
に
据
え

た
。
自
治
労
全
国
統
一
闘
争
日

の
11
月
14
日
に
む
け
て
、
統
一

要
求
書
を
提
出
し
、
当
局
の
考

え
方
を
引
き
出
し
た
上
で
、
す

べ
て
の
組
合
員
の
安
心
、
安
定

的
な
生
活
に
む
け
た
賃
金
改
善

と
す
る
た
め
、
全
単
組
・
全
組

合
員
の
結
集
の
も
と
、
声
を
上

げ
、
労
使
交
渉
を
強
化
し
て
い

こ
う
。

22
00
22
55
賃賃
金金
確確
定定
闘闘
争争
、、始始
まま
るる

特
別
区
人
事
委
員
会
は
10
月
14
日
に
、
東
京
都
人
事
委
員
会
は
10
月
17
日
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員

の
給
与
に
関
す
る
勧
告
・
報
告
を
行
っ
た
。
両
人
事
委
員
会
と
も
に
、
公
民
比
較
対
象
企
業
規

模
を
5
0
人
以
上
か
ら
1
0
0
人
以
上
に
見
直
し
、
月
例
給
の
公
民
較
差
は
東
京
都
人
事
委
員

会
勧
告
で
は
3
・
24
％
（
1
3
、5
8
0
円
）、
特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
で
は
3
・
80
％
（
1

4
、8
6
0
円
）、
再
任
用
職
員
も
含
め
て
全
級
・
全
号
給
の
引
き
上
げ
勧
告
と
な
っ
た
も
の

の
、
引
き
続
く
物
価
高
騰
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
組
合
員
の
安
心
、
安
定
的
な
生
活
を
支
え
る

賃
金
改
善
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
都
本
部
は
東
京
都
・
特
別
区
の
両
人
事
委
員
会
の
給
与
勧

告
を
受
け
、
10
月
21
日
に
開
催
し
た
第
8
回
単
組
代
表
委
員
会
で
都
本
部
2
0
2
5
賃
金
確
定

闘
争
方
針
を
確
立
し
た
。

＜主な勧告内容＞

＜闘争スケジュール＞

●要求書提出基準日
10月22日（水）～10月31日（金）

●回答指定期日 11月7日（金）まで
●交渉ゾーン 11月7日（金）～11月13日（木）
●交渉ヤマ場 11月13日（木）
●統一行動日 11月14日（金）

自治労東京
ホームページのご案内

組合員のための
情報盛りだくさん

・機関紙デジタル版
・家電の限定優待販売

都
、
特
別
区
の

人
事
委
員
会
勧
告

が
実
施
さ
れ
た

が
、
都
の
勧
告
は

問
題
点
だ
ら
け
で

あ
る
▼
例
え
ば
、

平
均
改
定
率
は
1
級
4
・
5

％
、
2
、3
級
で
2
・
7
％
、

4
、
5
級
で
4
・
7
％
と
管

理
職
の
改
定
率
が
一
番
厚
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
最
小
の

上
げ
幅
に
至
っ
て
は
、
1
級

1
・
2
％
、
2
級
1
・
2

％
、
3
級
2
・
2
％
、
4
級

4
・
3
％
、
5
級
4
・
7
％

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た

管
理
職
の
み
厚
遇
さ
れ
て
い

る
▼
都
人
事
委
員
会
は
生
計

費
の
原
則
に
対
す
る
考
え
方

や
民
間
給
与
と
の
詳
細
な
比

較
結
果
を
明
ら
か
に
す
べ
き

で
あ
る
▼
そ
も
そ
も
勧
告
制

度
は
公
務
員
の
労
働
基
本
権

が
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
代
償
措
置
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
の
勧
告
内
容
は
、

人
事
委
員
会
の
中
立
性
を
自

ら
放
棄
し
、
当
局
の
下
請
機

関
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
声

高
に
示
し
て
い
る
▼
こ
の
よ

う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
公
務

員
の
労
働
基
本
権
の
回
復
を

め
ざ
し
て
闘
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一

歩
と
し
て
人
勧
制
度
打
破

を
！
勧
告
の
完
全
実
施
で
は

な
く
、
組
合
の
要
求
す
る
賃

金
・
労
働
条
件
の
完
全
実
現

を
！

（
大
塚
）

東奔西走

https://jichirotokyo.jp/

組合員専用ページ
パスワード「tohonbu」

国 東京都 特別区

比較対象企業規模
50人以上→100人以上
※国の本府省職員：東京23区本店企業規模500人以上

→1，000人以上

公民較差 15，014円（3．62％）13，580円（3．24％）14，860円（3．80％）

改
定
内
訳

給料表 10，975円 11，295円 12，383円
本府省業務調整手当 2，568円 － －
特地勤務手当等 72円 － －
はね返り（地域手当等） 1，399円 2，285円 2，477円

実施時期 2025年4月遡及実施

給料表の最低引上額 8，300円（2級121
号給～125号給）

4，000円（1級113
号給～149号給）

8，300円（1級112
号給～149号給）

一時金 4．60月→4．65月 4．85月→4．90月
（再任用職員） 2．40月→2．45月 2．55月→2．60月
配分 期末手当及び勤勉手当に均等配分（0．025月ずつ、再任用も同じ）
実施時期 2025年12月支給の期末・勤勉手当から実施 条例の公布日

住居手当 －

27歳までの職員の
支 給 額 引 上 げ
（15，000円
→30，000円）
実施時期：2026年
4月1日

－

自動車等使用者に対する
通勤手当

①新たな距離区分
の新設
②現行距離区分の
金額引き上げ（200
円～7，100円）
③駐車場等の利用
に対する通勤手当
の新設（月5，000
円上限）
実施時期：2026年
4月（②のみ2025
年4月遡及実施）

国の改正内容や通
勤の実態を踏ま
え、適切な対応を
検討する必要

－

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1377号（１）2025年11月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）





Ⓒ2023 佐喜眞美術館
ルミエール・プラス

Ⓒ2023YAGI Film Inc.

2
0
2
4
年
4
月
、
92
歳
で

旅
立
っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
フ
ジ

コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
。
情
感
が
あ
ふ

れ
て
い
る
の
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
演
奏
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

フ
ァ
ン
以
外
の
人
の
心
も
と
ら

え
、「
魂
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
と

呼
ば
れ
、
国
内
外
で
活
躍
し

た
。
そ
の
唯
一
無
二
の
演
奏
を

再
び
聴
く
こ
と
が
で
き
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

監
督
は
長
期
間
取
材
を
続

け
、
2
0
1
8
年
に
は
『
フ
ジ

コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
の
時
間
』
と
い

う
作
品
を
製
作
、
ロ
ン
グ
ラ
ン

ヒ
ッ
ト
し
た
。
さ
ら
に
、
2
0

2
4
年
ま
で
12
年
に
渡
っ
て
取

材
を
続
け
、
彼
女
の
素
顔
に
迫

る
集
大
成
の
音
楽
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
を
作
っ
た
。

圧
巻
の
「
ラ
・
カ
ン
パ
ネ

ラ
」
を
始
め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
の
数
々
、
現
代
作
曲
家
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
初
公
開
を

含
む
、
彼
女
の
演
奏
を
ス
ク
リ

ー
ン
で
最
大
限
に
体
感
で
き

る
。さ

ら
に
、
初
公
開
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
映
像
や
絵
日
記
、
今

回
、
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

異
母
妹
エ
ヴ
ァ
や
、
俳
優
で
あ

る
弟
ウ
ル
フ
ら
家
族
が
語
る
新

た
な
真
実
も
公
開
さ
れ
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
父
が
残
し
た

仕
事
が
発
見
さ
れ
、
幼
少
時
の

別
れ
の
事
情
も
語
ら
れ
る
。
母

の
厳
し
い
レ
ッ
ス
ン
、
無
国
籍

の
生
き
辛
さ
、
貧
し
い
ド
イ
ツ

で
の
留
学
生
活
、
忘
れ
ら
れ
な

い
恋
、
聴
力
を
失
い
ピ
ア
ニ
ス

ト
人
生
が
中
断
す
る
な
ど
の
苦

難
を
乗
り
越
え
60
代
で
認
め
ら

れ
、
人
気
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
っ

た
波
乱
万
丈
の
人
生
が
描
か
れ

る
。パ

リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
、
Ｌ
Ａ
、
横
浜
な
ど

各
地
の
演
奏
会
や
自
宅
で
取
材

を
続
け
、
世
界
的
な
演
奏
家
に

な
る
ま
で
と
彼
女
の
人
生
の
苦

難
と
魅
力
に
迫
る
。

そ
し
て
、
数
々
の
演
奏
。
至

福
の
時
間
を
過
ご
せ
る
音
楽
映

画
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
い
う
も
の

が
世
の
中
で
推
奨
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
久
し
い
が
、
私
は
今

改
め
て
紙
の
魅
力
を
お
す
す
め

し
た
い
。

私
の
趣
味
は
切
り
絵
だ
。
職

場
の
図
書
館
で
、
特
集
コ
ー
ナ

ー
の
装
飾
を
す
る
た
め
に
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
細
々
と

続
け
て
5
年
ほ
ど
に
な
る
。
当

初
は
普
通
の
色
画
用
紙
を
切
っ

て
い
た
が
、
次
第
に
紙
そ
の
も

の
に
も
興
味
が
出
て
き
た
。
厚

み
、
手
触
り
、
質
感
、
色
合
い

…
…
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
切
っ

て
も
、
紙
の
風
合
い
で
作
品
の

印
象
が
変
わ
る
。
紙
に
触
れ
て

い
る
と
、
こ
の
紙
だ
っ
た
ら
こ

ん
な
も
の
を
切
っ
て
み
た
い
、

と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
く

る
。
表
面
が
ざ
ら
り
と
し
た
和

紙
は
、
羊
の
毛
の
質
感
を
表
現

す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
だ
し
、
ぺ

ら
ぺ
ら
と
薄
い
透
け
た
紙
は
オ

バ
ケ
を
切
る
時
に
も
っ
て
こ

い
、
と
い
う
具
合
だ
。
表
面
が

ツ
ル
ツ
ル
の
薄
紙
は
色
を
重
ね

る
と
美
し
い
が
、
カ
ッ
タ
ー
の

刃
先
が
滑
っ
て
切
り
づ
ら
い
と

い
う
発
見
も
あ
っ
た
。

本
も
電
子
書
籍
で
読
む
人
が

増
え
て
き
て
い
る
。
わ
が
図
書

館
で
も
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
っ
た
。
文
字
を
読
む
だ
け

な
ら
電
子
で
十
分
だ
ろ
う
し
、

便
利
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
や

は
り
電
子
で
は
得
ら
れ
な
い
の

は
手
触
り
だ
ろ
う
。
表
紙
の
カ

バ
ー
や
帯
、
遊
び
紙
に
は
、
少

し
こ
だ
わ
っ
た
紙
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
多
い
。
図
書
館
で

は
表
紙
を
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
で

覆
っ
て
し
ま
う
の
で
、
私
は
少

し
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
気
持

ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど

…
…
。
本
文
の
紙
も
、
実
は
本

に
よ
っ
て
違
う
。
最
近
は
紙
の

本
に
触
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

人
も
、
た
ま
に
は
実
際
に
手
に

取
っ
て
、
指
先
で
も
本
を
味
わ

っ
て
み
て
ほ
し
い
。

は
や
ま

こ
と
え

自
治
労
町
田
市
図
書
館
嘱
託
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

羽
山

琴
絵

『
紙
を
楽
し
む
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ

永
遠
の
音
色
』

心
揺
さ
ぶ
る
音
色
は
永
遠
に

�2025年10月24日（金）
ヒューマントラストシネマ有楽町
（☎03－6259－8608）、テアトル新宿
（☎03－3352－1846）ほかで順次公開
Ⓒ2025「フジコ・ヘミング 永遠の音
色」フィルムパートナーズ

�出身県：神奈川県
�組合員歴：
2022年7月～2023年6月

執行委員
2025年7月～ 執行委員長

自
治
労
で
は
、
組
合
員
の
連
帯
と
親

睦
を
深
め
、
組
織
と
運
動
の
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
お
よ
び
野
球
大
会
を
開
催
し
て

い
る
。
都
本
部
大
会
で
勝
ち
上
が
っ
た

チ
ー
ム
が
関
東
甲
地
連
選
抜
大
会
お
よ

び
交
流
試
合
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
、

さ
ら
に
選
抜
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
チ

ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

今
年
度
の
都
本
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
は
出
場
チ
ー
ム
数
の
関
係
か
ら
中
止

と
な
り
、
出
場
予
定
で
あ
っ
た
自
治
労

都
庁
職
・
八
王
子
市
職
の
両
チ
ー
ム
を

関
東
甲
大
会
へ
繰
り
上
げ
出
場
と
し
た
。

ま
た
、都
本
部
野
球
大
会
に
つ
い
て
は

開
催
を
予
定
し
て
い
た
も
の
の
、
天
候

不
良
に
よ
り
中
止
と
な
り
、
抽
選
に
よ

り
大
田
区
職
労
、
東
交
の
両
チ
ー
ム
が

関
東
甲
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

関
東
甲
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
8

月
19
日
〜
20
日
、
茨
城
県
水
戸
市
の
水

戸
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
に
て
開
催

さ
れ
た
。

9
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
今
年
の
全

国
大
会
（
三
重
県
津
市
・
日
硝
ハ
イ
ウ

エ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
へ
の
出
場
権
を
巡

り
、各
チ
ー
ム
は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

大
会
に
は
各
都
県
か
ら
9
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
リ
ー
グ
戦
形
式
で
行
わ
れ

た
。
東
京
代
表
の
自
治
労
都
庁
職
・
八

王
子
市
職
は
い
ず
れ
も
激
戦
を
展
開
し

た
も
の
の
、
一
歩
及
ば
ず
惜
敗
し
た
。

優
勝
は
宇
都
宮
市
職
労
・
栃
木
県
職

労
合
同
チ
ー
ム
（
栃
木
）、
準
優
勝
は

甲
斐
市
職
（
山
梨
）、
第
3
位
は
常
陸

太
田
市
職
・
日
立
市
職
労
合
同
チ
ー
ム

（
茨
城
）
と
な
り
、
優
勝
お
よ
び
準
優

勝
の
2
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

野
球
大
会

関
東
甲
野
球
大
会
は
10
月
15
日
〜
16

日
、
埼
玉
県
熊
谷
市
の
熊
谷
さ
く
ら
運

動
公
園
野
球
場
に
て
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
隔
年
開
催
の
全
国
大
会
が
な

い
年
に
あ
た
り
、
関
東
甲
都
県
本
部
所

属
単
組
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
交
流
試
合
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

大
会
に
は
各
都
県
か
ら
10
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
対
戦

が
行
わ
れ
た
。
大
田
区
職
労
は
藤
沢
市

職
労
（
神
奈
川
）
と
対
戦
。
序
盤
に
点

差
を
広
げ
ら
れ
る
も
、
中
盤
に
粘
り
を

見
せ
て
追
い
上
げ
た
が
、
あ
と
一
歩
及

ば
ず
敗
れ
た
（
15
対
7
）。

東
交
は
松
戸
市
職
（
千
葉
）
と
対

戦
。
初
出
場
な
が
ら
粘
り
強
い
守
備
を

見
せ
、
無
失
点
に
抑
え
た
回
も
あ
っ

た
。
強
力
な
打
線
の
前
に
敗
れ
た
も
の

の
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
最
後
ま
で

全
力
で
戦
い
抜
い
た
（
27
対
0
）。

優
勝
は
太
田
市
職
労
（
群
馬
）、
準

優
勝
は
藤
沢
市
職
労
（
神
奈
川
）、
第

3
位
は
取
手
市
職
（
茨
城
）
お
よ
び
松

戸
市
職
（
千
葉
）
と
な
っ
た
。

22002255関関東東甲甲地地区区自自治治体体職職員員等等ススポポーーツツ大大会会 結結果果

▲バレーボール大会開会式の様子

▲チームメイトの声援を受け
ながら豪快にスイング

監
督
：
小
松
莊
一
良
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